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CD プレーヤー 



取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありがとラございました。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みのラえ、説明の通り正しくお使いください。 

また、取扱説明書は大切に保管して、必要になったときに繰り返してお読みください。 

本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはで舌ません。 

お客様のま全のため、必ず『ま全上のご注意』をお読みのラえご使用ください。 
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をを上のごを意 e 


このページは、感電や义災かちちなたを巧る 
ため、ご使用前には必ずお読みください。 


製品を安全にご使用いただくため、 r 安全上のごを意」をご使用の前によくお読みください。 


——$ゎぶ' J 、 l し -) し 、 C - 

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂さ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を 
未然に防止ずる為に、いろいろな絵表示をしていまず。その表示と意 D まは;欠のよラになっていまず。 
内容を良く理解してか!5、本文をお読みください。 


A 薑告 
A ミち意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び死 t または重傷を負 
ラ可能性び想定される巧客を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が 
想定される内容、および物的損害のみの発生が想定されるの客を示してい 
まず。 


給表示の例 


A 

适 


記号は、注意（警告を含む）を促ず内容があることを告げるものでず。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれていまず。 


の記号は、禁止の行為であることを告げるものでず。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 


■記哥ま、行為を強制したり指示ずる内容を告げるものでず。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか5抜け）が 
描かれています。 


お客様または第王者が、この製品の誤使用-故障-その他の不具含およびこの製品の使用によって受け5れた損 
害につさましては、法令上の賠償責任が認め5れる場合を除さ、当社は一切その責任を負いませんのであらかじ 
めご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につをましては、 
当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• お客様または第王者がディスクなどへ記録された内容の損害 
参録音-再生などお客様または第王者が製品利用の機会を逸したことによる損害 






安を上のごを意 


〇 交流100ボルトの 
電圧でほ用する 

この機器は、交流100ボルト専用です。 
指定の電源電圧しツ外で使用すると、火災- 
感電の原因となります。 

ベ、舶舶などの直流 （ DC ) 
電源には接続しない 

火災の原因とな0ます。 

(\)通風孔をふさびない 

•あおむけや横倒し、逆さまにして使用 
しない。 

•巧を掛けたり、じゅラたん、布団の上 
に置いて使用しない。 

•風通しの悪い狭い P 斤で使用しない。 
通風孔びふさびると、内部に熱びこも 
り、火災の原因となります。 , 



0麗し誌 


シヤワーまでは 


風呂、シャワー室など湿度の高いところ 
や、水はねのある場所では使用しない。 
乂巧-感電の原因となります。 

化をかけたりめ6し 
W たりしなぃ 

乂巧-感電の原因となります。 

雨天、降雪中、巧岸、水辺での使用は特 
にごミ主意ください。 


た 


0 


電源コードを傷つけない 


電源コードを傷つけたり、加工した D 、 
無理に曲げた D 、 ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱した D 、 ステープルや釘など 
で固定したりしない。 

電源コードの上に重いちのをのせたり、 
コードを本機の下敷きにしたりしない。 
コードを敷物などで覆ってしまラと、気 
づかずに重いちのをのせてしまラことび 
あります。コードび傷つを、火災-感電 
の原因となります。 




電源コードび傷ついたら（お線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス窓 
□に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。 


志 


異常び起をた場合は 
電源プラグを巧< 


内部に水や異物び入ったり、煙び出たり、 
変な臭いや音びしたりした場合は、すぐ 
に電源スイッチを切0、電源プラグをコ 
ンセントから抜く。そのまま使用すると、 
火災-感電の原因となります。 

煙や、異臭、異音び消えたのを確かめて 
から修理をご依頼 < ださい。 






まを上のごミ主意 


めれた手で電源プラグ 
W を巧を差ししない 

感電の原因となります。 

A 電源プラグを定期的に 
W 清掃する 


を 


/ q \ 雷び鳴0始めた6アン 
テナ線や電源プラグに 
は触れない 

感電の原因となります。 


電源プラグにほこりなどび付着している 
と、湿気等により絶縁び悪くなり、火災- 
感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントから巧いて、乾 
いた巧で取り除いて\\ // 

ください。 >、.ソ八 


を 


落下した機巧は電源 
プラグを巧< 


機器を落とした D 、 カバーやケースびこ 
われた D した場合は、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて、 
点検、修理をご依頼 < ださい。 

そのまま使用すると火災-感電の原因と 
なります。 


I されいにしましよラ I 


^機器の上に巧びんや 
^コップなど水の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電の 
原因となります。 


〇 


電池は郭幼児の手の 
届かないところに置< 


電池をあやまって飲み込むおそれびあ D 
ます。ボタン電池などル型の電池は特に 
ごま意ください。 

万一、おモさまび飲み込んだ場合は、た 
だちに医師と相談してください。 


0 !黯规兢や 0隱は巧電しない 


機器の通風孔、開□部から内部に金属類 
や燃えやすいちのなどを差し込んだ D 、 
落とし込んだりしない。 

火巧-感電の原因となります。 


電池の破裂、液ちれにより、火災-けび 
の原因となります。 




機器のケースを開けた 
0改造した0しなし1 




機器の上にろうそくや 
ランプなど义のついた 
物を置かない 


内部には電圧の高い部分びあり、乂巧- 
感電の原因となります。 

点検、修理は販売店または当社ヴービ 
ス窓□にご依頼ください。 


本機のカノ（一やノ f ネルにはプラスチック 
び使われており、燃え移ると 、 y , 
火災の原因となります。 こづ二 


•IWCOO 广 -*、 

P ぶ巧を 

000 0 t 
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安を上のごを意 


A ミち意 


電源コードを熱器具に 
W 近づけない 

電源コードを熱器具（ストーブ、アイ □ 

ンなど）に近づけない。 

コードの被覆び溶けて、 

火災-感電の原因となる ( l \ WZy ^ 
ことがあります。 

A 電源プラグはコンセントに 
け碼まで麟に童し込む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほこりび 
付着したりして、义災の原因となることびあ 
りまず。また、電源プラグの刃に軸れると、 
感電の原因となることびあります。電源プラ 
グを根元まで差し込んでをゆるみびあるコン 
セントの場合には、販売店や電気工事店にコ 
ンセントの交換を巧頼してください。 

不ま定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不ま 
定な場が|(>■置かない 0 
落ちたり、倒れた0 
して、けがの原因と 
なることがあります。 

み 長期巧ほ用しないとき 
^は電源プラグを巧く 

旅行などで長期間使用しないとをは、お 
ず電源プラグをコンセントから抜く。 
火災の原因となることびあ0ます。 

ベ、 湿気やほこりのをい 

W 場所に置かない 

油煙や湯気の当たる調理台や加湿器のそ 
ば、湿気やほこ D のをい場所に置かない。 
火災 • 感電の原因となることびあります。 

A ち動させるとまは電源 
を プラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントから抜を、アン 
テナ線、接続コードを外す。 

コードび傷つを、火災-感電の原因とな 
ることびあります。 

ベ、 温度の高い場所に 
置かない 

窓を閉めをった自動車の中や直射日光び 
あたる場所など、異常に温度び高<なる 
場所に放置しない。 

本体や部品に悪い影響を与え、火災の原 
因となることびあります。 

^ お手入れの隐は電源 
を プラグを巧く 

お手入れの際は電源プラグをコンセントか 
ら巧く。感電の原因となることびあります。 

ベ、 電源プラグを巧くとを 
は電源コードを引っ張 

6ない 

コードび傷つを、火災-感電の原因とな 
ることびあります。 /I 
ぶ、ずプラグを持っ fdk/l 

て抜いてください。 

J 

A アンテナエ事は販売店 
V に欄する 

工事には、技術と経験び化要です。アン 
テナは送配電線から離れた場所に設置し 
てください。アンテナび倒れた場合、感 
し電の願となることびぁります n 



まを上のごミ主意 


A ミち意 


A 機巧の接続は取巧説明 
け書に従う 

関連機器を接続する場合は、各々の機器 
の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続する。また、接続は指 
定のコードを使用する。 

あやまった接続、指定し U 外のコードの使 
用、コードの延長をすると発熱し、やけ 
どの原因となることびあ D ます。 

ベ、 長時間音び歪んだが態 
でほわない 

スピーカーび発熱し、火災の原因となる 
ことびあ 0 ます。 

/ C 、 ひび割れディスクは 
ほわない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで補 
修したディスクは使用しない。ディスク 
は機器内で高速回転しまずので、飛び散っ 
て、けびの原因となることびあります。 

ベ、 機器の上に重いちのや 
か砕か 5 はみ出るよラ 
な大をな物を置かない 

バランスびくずれて倒れたり、落下したり 
して、けびの原因となることびあ 0 まず。 

/ C \ レーザー光線をのぞを 
込まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害を 
起こすことびあります。 

fX ) 機器に柔 6 ない 

機器に乗ったり、ぶら下びったりしない。 
特にお子様にはごま意ください。 

倒れたり、こわれた 0 して、けびの原因 
となることびあります。 

A ディスク巧入口に手を 
/就入れない 

手びはさまれて、けびの原因となること 
びあ D ます。特にお子様にはご注意くだ 
さい。 

/ C \ はじめか 6 音量を上げ 
W すぎない 

突然大をな音び出て、聴力障害などの原因 
となることびありまず。特にヘッドホンを 
ご使用になるとをはを意してください。 

A 定期的に内部の点巧、 
/!\清掃をする 

3 年に 1 度程度を目まに、機器内部の点 
検、清掃をお勧めします。販売店、また 
は最畜りのケンウッドサービス窓□に費 
用を含めご相談ください。 

内部にほこ D のたまったまま長い間掃除 
をしないと、火災や故障の原因となるこ 
とびおります。 

J 

/〇 写を刺激するよ 5 な大 
をな音で長時間続けて 
聞かない 

聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。特にへッドホンをご使用になるとき 
はま意してください。 


6 



安を上のごを意 


A ミち意 


〇 


電池の取り巧いにま意する 


なのことを、必ず守ってください。 

•極性表示（プラス’とマイナス’’-’の 
向き）にミ主意し、表示どおりに入れる。 
•指定の電池を使用する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しない 
ときは、取り出しておく。 

•新しい電池とちい電池を混ぜて使用し 
ない。 

•違ラ種類の電池を混ぜて使巧しない。 
•電池は、加熱したり、分解したり、火 
や水の中に入れたりしない。 


電池は誤った使いちをすると、破裂、液 
もれにより、火災、けびや周囲を破損す 
る原因となることびあります。 

電池を入れたままにしておくと、過放電 
によ0液びちれ、けびややけどの原因と 
なることびあります。 

液びちれた場合は、点検、修理をご依頼 
<ださい。万一、ちれた液び身体につい 
たときは、水でよく洗い流してください。 


7 




こんなことがでをまず 


r :う三いろいろなフォーマットで記録された 

•ニ ディスクの再生 

音楽 C □だけでなく、才ーディオファイル ( MP 3/ WMA / 
AAC ) を記録したディスクの再生に対応しています。 


= S 店利で簡お操作 

^ システムコント□—ル接続 

本機とアンプ/チューナー ( R - K 1 日日0:別売）をシステムコ 
ント□ール接続ずると次の操作が巧能になります。 

♦本機で CD を再生すると、 R - K 1 000の入力が自動的に CD に切り 
換わりまず。 

♦ R - K 1000 に付属のリモコンで CD 再生、プ□グラム再生、ラン 
ダム再生、 U ピート再生の操作がでをます。 

♦ R - K 1 000の電源をオン/オフすると、本機の電源も連動します。 

♦ R - K 1 000で DIMMER 、 ディスプレイセーバー、オートパワー 
セーブ機能を設定すると、本機でち作動します。 



を<じ 


A このマークのついた項目は、ま全確保の 
/•\ ために必ずお読み<ださし、。 


A ま全上のごま意 ......... ".吕 

こんなことびでをます… ....... . . ...........8 

付属品について…" ....... ..10 

失口っておいていたださたいこと ...... . . . ..11 

接続のしかた.… ..... . .. ...14 

各部のなまえと働さ ......... ……..16 

CD を聞く.. ........... ■■•■■…20 

CD を再生する . 20 

フオルダ再生モードにする ..... 2曰 

プ□グラム再生する….… ......... ..…2 白 

ランダム再生ずる .................29 

リピート再生する. ........ . ...... ..30 

ディスプレイ設定 ... . .. . "31 

ディスプレイの明るさを設定する （ DIMMER ) . 31 

メッセージ表示一覧 . ........32 

故障かな？と思った6 ... . .. . . . . 33 

mmm ............. 35 

保管とお手入れ ............ 3白 

保証とアフターヴービス . "37 

ケンウッド全国サービス網 . 38 

定格 . 39 


























付属品について 


付属品 


システムコント□ールコード 
(1 本） 


COAXIAL (同軸）コード 
(1 本） 


オーディオコード 
(1 本） 





リモコン 

( RC - P 0800 :1個） 


リモコン用乾電池 
(単4お： 2本） 


本書にごいて 


本機は本体でも操作でさる機能がありますび、本書では主にリモコンによる操作手順を表記していまず。 


このシンボルマークはケンウッドにおいて環境に巧ずる影響を軽減した商品で 
Jeco をることをむ知らせする7—クでず。 












巧]つておいていただをたいこと 


本機でほえるディスク 


ディスク 



市巧の音楽 CD 


CD-DA のフォーマツトで 
記録した 
CD-R/CD-RW 

MP3/WMA/AAC を 
記録した 

CD-ROM/CD-R/CD-RW 


参コピーコント□ール付を CD など、 CD の規格に準拠していないディスクは再 
生でをない場合がありまず。 

♦書を込み時にファイナライズ処理をずる必要があります。 


♦書を込み時にファイナライズ処理をする必要があります。 

♦本書では MP3, WMA，AAC ファイルをまとめて「オーディオファイル」と 
呼びます。 


参 CD-ROM、CD-R、CD-RW ディスクを言己録した機器や言己録1犬態、また使用してし、る CD-ROM、CD-R、CD-RW 
の種類によっては本機で再生でをない場合がありまず。 


ディスクに書を込むとをのごま意 


♦パケットライト方式や UDF (Universal Disc Format) ち式で記録されたディスクは再生できません。 
♦ディスク書き込み時は、必ずセッションク□ーズまたはファイナライズしてください。セッションク□ーズまた 
はファイナライズしていないディスクは、正しく再生できない場合があります。 

♦書を込みソフトの仕様によっては、書さ込まれたフォルダ名やファイル名が正しく表示されない場合がありまず。 
♦マルチセッションディスクや、フォルダを多く含んでいるディスクを巧生ずる場合、再生が始まるまで通常のディ 
スクよ0時間がかかることがあじます。 

♦同一のディスクに、オーディオファイルと音楽 CD (CD-DA フォーマット）を書き込むと正しく再生でをません。 

♦オーディオファイルをディスクに書を込む前に、書を込みをするパソコンで、ファイルが正しく再生されること 
を確認してください。 

書き込みが終わった5、書き込まれたファイルが正しく再生されることを確認してください。 

♦才ーディオファイルのファイル名には正しい拡張子 (mp3, wma，m4a) を付けてください。拡張子が付いてい 
ないファイルは再生されません。また、才ーディオファイルでないものには拡張子 (mp3, wma，m4a) を付け 
ないで < ださい。 

拡張子については、次ページの「再生でさるオーディオファイル」をご覧<ださい。 
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巧つておいていただ走たいこと 


再をできる才ーデイオフアイル_ 

本機は拭下の才ーディオフアイル（MP3、 WMA、AAC) が記録された CD-ROM、CD-R、CD-RW を再生できます。 


MP 3 ファイル 


ディスクフォーマツ 


ファイルフォー マット： MPEG 1 Audio Layer 3/ 
MPEG 2 Audio Layer 3 / MPEG 2 Audio Layer 
3 Lower sampling rate (MPEG2 .已） 

化お子： .mp3 
ヴンプリング周波数 

MPEG 1 Audio Layer 3 : 32 kHz/ 44.1 kHz/ 
48 kHz 

MPEG 2 Audio Layer 3:16 kHz/ 22.0己 kHz/ 
24 kHz 

MPEG 2 .已 ： 8 kHz/ 11.02 已 kHz/ 12 kHz 

ビットレート 

MPEG 1 Audio Layer 3 : 32 kbps 〜320 kbps 
MPEG 2 Audio Layer 3 : 8 kbps 〜 1 日 0 kbps 
MPEG 2 .已 ： 8 kbps - 160 kbps 


WMA フアイ J レ 


ファイルフォーマット： 

Windows Media™ Audi □準拠 
化お子： .wma 

ヴンプ y ング周液数： 32 kHz/ 44.1 kHz/ 48 kHz 
ビットレート ： 48 kbps 〜192 kbps 

• Windows Media™ Player 9 技降の、似下の機能 
を使用して作成したファイルは再生できません。 

- WMA Professional 
- WMA Lossless 
- WMA Voice 


AAC ファイル 


ファイルフォーマツト： MPEG-4 AAC(iTunes™ 4.1 
〜 7.3 で作成されたちの） 
ilESi 子： .m4a 

ヴンプリジグ周波巧： 1日 kHz/ 22.0已 kHz/ 24 
kHz/ 32 kHz/ 44.1 kHz/ 48 kHz 
ビツトレート： 32 kbps 〜320 kbps 
♦ Apple …□スレス.エンコーダで作成されたファイ 
ルは、再生でさません。 


ISO 9660 Level 1 
ISO 9660 Level 2 
Joliet 
Romeo 


ディスクのファイル数制限 


最大ファイル/フォルダ巧： 合計己12 
最大フォルダ数： 2已己 
1フォルダ巧のファイル巧： 2己已 


表示でをる最大文字数 


ファイルを： 64夕字（拡張テ含む） 

フォルダち： 日 4 で字 

タグ表示 （ Title / Album / Artist ) 

ID3 vl.O/ 1.1 : 30で字 
ID3 V2.2/ 2.3 / 2.4 :12 蚊字 

• 本機が表示でさるで字種は、カタカナと英数字でず。 
表示でさないで字は「*」と表示されまず。 


その他のミち意事項 


♦前記の規格に準拠したオーディオファイルでち、 
ディスクの特性、記録状態などにより、再生でさな 
い場合があります。 

♦エンコードしたソフトの仕様や設定によっては、再 
生でをない場合がありまず。 

• DRM (デジタル著作権管理）付走ファイルは、再 
生でをません。 

♦ VBR (Variable Bit Rate :可変ビットレート）で 
エンコードされたオーディオファイルは、対応ビッ 
トレートの範囲外になることがありまず。このよう 
な対応辭囲外のビットレートのオーディオファイル 
は再生でをません。 


参 Apple および iTunes は、米国およびその化の国々で登録さ 
れた Apple Inc . の登録商標でず。 

参 Windows Media は米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 












巧つておいていただをたいこと 


ディスクの取 D 巧い 


取0扱い上のお願い 


再生面にふれないよラに持ってください（レーベルび 
印刷されていない面が再生面です)。 


本機で使用でさるディスクについて 


CD (12cm、8cm)、CD-ROM、CD-R、CD-RW、 
CD-EXTRA の音声部分が再生できまず。 


CD - ROM / CD - R / CD - RW ディスクについて 


レーベル面に印刷可能な CD-ROM、CD-R、CD-RW 
を使用ずると、レーベル面が貼り付いてディスクの取 
り出しがで走なくなることがあります。本機の故障の 
原因となるため、このよラなディスクは使用しないで 
<ださい。 


CD ディスクのごま意 


n COMPACT 

を JO 昼垣のマークが入ったディスクをご使用ください。 

DIGITAL AUDIO 

このマークが入っていないディスクは正しく再生で走 
ない場合があります。 

再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま 
す。ひびや欠けのあるディスク、大さ < そったディス 
ク等は絶対に使用しないでください。プレーヤーの破 
損、故障の原因になります。 

円お拟外のおをしたディスクは、故障の原因になりま 
すので、ご使用にな6ないでください。 


本機を設置するとまのご注意 

♦おず平らで安定した場所に設置してください。台などの上に設置ずる場合は、おず台の強度を確認してください。 


機器を設置するとをは、下記のことをお守りください。放熱び十分でないと、内部に 
熱がこもり、故障や火災の原因となることがありまず。 

• 機器の各西か5、下記に示すスペースを空けてください。 

背面：1 OcmiU 上 


機器は電源コンセントに容易に手が届く位置に設置し、異常び起さた場合ずぐに電源 
プラグをコンセントか日抜いてください。 

また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源から完全に遮断されません。 

完全に遮断するには、電源プラグを抜いてください。 


輸送時または移動時のご注意 


本機を輸送または移動する場ちは下記の操作を巧ってください。 

① CD を取り出します。 

霞 [►/II] キーを巧し、 「N 日 DISC」 がディスプレイに表示されるのを確認します。 

③ 数秒間待ち、電源をオフにしまず。 

④ その他外部機器が接続されている場合は、電源がオフになっていることを確認してからケーブルをおいてく 
ださい。 
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ち続のしかた 


接続び終了するまで、電源コードのプラグをコンセントへ差し込まないでください。 
接続したコード、ケーブル類を扳くと舌は、事前におず本体の電源を切り、電源プラグを 
コンセントか5巧いてください。 



♦コンセントの奥まで 
確実に差し込んで< 
ださい。 


R - K 1000 


©© 

0© 


© 

© 


圆戀 


2 は I iimmi 


m 




圃 


#■ 


電源コード 


MD レコーダー など 


アンプ （ R - KlOOOiy 夕 +) 



基本接続 


ずべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不完全な場合は、 
音が化な<なったり、雑音が発生することがありまず。 


接続上のごを意 














































































































接镜のしかた 



R - K 1000 (別売）と接続する場合 


□ デジタル出力（同軸） 

本機を R-K1000 (別売）と接続ずる場合は、付属の COAXIAL (同卽）コードを使って、 
R-K1000 のに D 入力响舶 ] 端子を本体背面部の [デジタル出力（同軸） ] 端子に接続します。 

旦システムコント□—ル 

本機を R-K1000 (別売）と接続ずる場合は、付属のシステムコント□ールコードを使って、 
R-K1 000の [システムコント□—ル] 端子を本体背面部の [システムコント□—ル] 端子に接続 
します。 


その他の機器と接続する場合 


凸デジタル出力（巧） 

MD レコーダーなどの光デジタル入力端子を本体背面部の [デジタル出力（巧） ] 端子に接続し 
ます。 

回アナログ出力 

本機を R-K1000 (別売）攻外のアンプ、またはデジタル入力端子のないアンプと接続ずる場 
合は、付属のオーディオコードを使って、接続ずるアンプの音声入力端子を本体背面部の [アナ 
ログ出力] 端子に接続します。 


マイコンの誤作動について 


正しく接続したのに正常に動作しない場合や、ディスプレイ 
が誤った表示をする場合はマイコンをリセットしてください。 
(P.34) 




関連システム機器を接続ずるとをは、関連機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


ステレオ音の 
エチケット 


[さのエチケット1 


楽しい音楽も、時と場所によっては気になるものです。隣り 
近戸斤への配慮を十分いたしましょう。ステレオの音量は、あ 
なたの/じ、がけ次第で大さくちルさくちなりまず。特に静かな 
夜間には、ルさな音でち通りやずいちのです。 

夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましょう。窓を閉めたり、 
へッ ドホンを ご 利巧になるのち一つのち法です。お互いにむ 
を配り、快し隹活環境を守りましょう。 











さ部のなまえと働を 


本が部 


リモコン部と同じ名前の キー は、リモコン部と同じ働きをしまず。 



スタンバイ状態について 


本磯のスタンバイインジケーターが点な中は、メモ 
リー保護のため、微弱な通電が行われていまず。これ 
をスタンバイ状態といいます。またこの状態のとさ、 
リモコンで本機の電源をオンにでをます。 


システムコント□-ル接続について 


本機を R-K1000 (別売）とシステムコント□ール接 

続しているとをは、本機は次のよラに動作しまず。 

♦ 本機を再生ずると R-K 10曰0の入力が自動的に CD 
に切り換わり、 R-K1000 のリモコンを使って本 
機の操作がでさます。また R-K 1000の入力を CD 
にずると、本機の再生が始まります。 

♦ R-K1 000の電源をオン/オフすると、本機の電源 
ち連動します。 

♦ R-K1 000で DIMMER、 ディスプレイセーバー、 
オートパワーセーブ機能を設定ずると、本機でも 
作動します。 
















































各部のなまえと働を 



ディスプレイ部 


本で中のディスプレイ表示は、 

実際の表示と異なる場合もおります。 


数字および文字情報を 
表のしまず。 


C ——再生中に点灯します。 

(P.20) 


TOTAL : - 

再生中、ディスク全体の経過時間を表示す 
るとき点灯します。 

REMAIN : 

再生中の曲の残り時間を表示するとさ点灯 
します。 

TOTAL / REMAIN : 

再生中はディスク全体の残り時間を、停止 
中はディスク全体の再生時間を表示すると 
を点なします。 
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一時停止中に点な 
しまず。 （P.21) 


^ AAC ファイルを 
再生すると点灯し 
まず。 （P.12) 


ランダム再生モードのと走 
点灯しまず。 （P.2 日） 


プ□グラム再生モードのとを点巧し 
まず。 （P.26) 


^— WMA ファイルを 
再生すると点灯し 
まず。 （P.12) 


オーディオファイル、フォルダを— 
再生ずると点巧しまず。 （P.24、25) 


MP3 ファイルを再生する 
と点灯します。 （P.12) 

REPEAT 1 

1巧リピート再を中に点灯します。 (P.30) 


REPEAT - 

全曲リピート再生中に点なします。 （P.30) 


D 

























































各部のなまそと圃を 


U モコン宜 P 


本体部と同じ名前のキーは、本体部と同じ働きをします。 
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各部のなまえと围を 



約 6 m 


約 3ぴ 


〇 〇 


約 3ぴ 


操作のしかた 


本体の電源プラグをコンセントに差し 
込み、 U モコンの電源[む]キーを押す 
と、電源がオンになりまず。 

電源がオンになった5、操作したいキー 
を巧します。 

リモコンは本体のリモコン受光部に向 
けて使用してください。 


参リモコン受光部に直射日光や高周波 
点打（インバーター方式等）の壁光 
灯の光が当ると、正しく動作しない 
ことがあります。このよラな場合、 
誤動作を避けるために設置場所を変 
えて < ださい。 


リモコンの電池の入れ方 


①電池カ パーを 
がしまず。 



⑥付属の単4お乾電池 
を入れまず。 



•電池の極性 （©©) 
にま意して入れて< 
ださい。 


③電池 カバーを 
閉じまず。 



♦ 付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命が短いことがありまず。 
♦電池を交換ずると走は、2本とち新しい乾電池と交換してください。 




























CD を再生する 


CD をセツトして再生しまず。 


- Qr 電源[の]キーを巧して電源を入れる 

キーを巧して CD トレイを閲を、 CD を入れる 


ラベル面を上にしてトレイ 
からずれないよラに入れて 
<ださい。 


^吕 [ A ] キーを巧して CD トレイを閉じる 

CD を読み込んでいるあいだ、 「READING」 が点減しまず。 


[4^ キーを巧ず 

巧生中のトラック番号 


再生中の曲の経過時間 


♦ CD-TEXT 対応のディスクでは、曲名やアルバム名などの文字情報び表示 
されます。 


□ 参停止中に [►♦H] を巧すと最ルトラックき号の次の巧から、を巧ず 
と最大トラック番号の巧か5再生が始まります。 

♦政下のよラなディスクを再生すると、トラック番号が正しく表示されない 
ことがありまず。 

- Mix モード*で記録されたディスク 
-マルチセッションで記録されたディスク 

- CD - DA のフ ォーマッ トと音楽 データで はない フォーマッ トが湿在して 
記録されたディスク 

* Mix モードとは CD - DA のフォーマットと MP 3/ WUA / AAC などの才ーディオファ 
イルび混在するモードのことです。 




|cD を聞 < 


r 
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♦ プ□グラム再生する一 P .26 
♦ランダム再生する一 P.2 日 
参リピート再生する一 P .30 


CD を聞< 


曲を飛ばず/前の巧へ戻る/巧の初めに戻る 


前のまたは次の巧に飛ばす： [h^^] または [►►H] キーを巧す。（リモコン） 

[Iイイ]または [►►H] へつまみをまわず。体体） 

前の曲へ戻る： [Iイイ]キーを連続して2回攻上巧す。（リモコン） 

[Iベ- <] へ連続して2回似上まわず。（本体） 

巧の初めに戻る； [Iイイ]キーを1回巧す。（リモコン） 

[|^^]へ1回まゎす。（本体） 



[■] キーを押ず。 


早送り/早戻しをずる 


晴]または [►►] キーを押し続ける。（リモコン） 


巧番号を指定ずる 


17曲目のとをは [+10] キー、 [7] キーを巧す。 

30曲目のときは [+10] キーを3度巧して、 [0] キーを巧ず。 
10己曲目のときは [+ 100 ] キー、[己]キーを巧す。 


巧 


MP3/WMA/AAC 


> [■] キーで再生を停止したときは、そのとき再生していた曲び記憶されて 
おり、 [►/H] キーを巧すとその巧の最初か5再生が始まります。（レジュー 
ム機能） 

> [■] キーを己回巧ずとレジューム機能は解除されます。 


■CD 再生中の操作 



© 

@ 

DIMMER 

〇 

D6PLAV TIME DISPLAY 

00 

MP3WMWAA 

C PLAYBACK 


































CD を聞 < 


時間表示を切り換える 


15151 

[TIME DISPLAY] キーを巧すたびにディスプレイの表示が;欠のよう 
に切り換わります。 

CD トラック再生/プ□グラム再生のとき/全 ffi リピート再生の 
とさ 


► I 1巧の経過時間 ]► I 1巧の残り時間 I - 


■I I 'ータルの残り時間 I イ I -ータルの経過時間 ] ■ 


1 巧リピート再生/ランダム再生のとき 


I 1曲の経過時間 


1巧の残り時間 I 


参時間表示の合計が1000分上になると「- 
ます。 


と表示され 


MP3/WMA/AAC 


1巧の経過時間のみ表示します。 


© 



Dimmer 

〇 

MP3WM/V 

口旧 PLAY 

〇 

WC PLAYBACK 

を 

CS 

© 

RANDOM 

〇 

の 

の 

の 

3 E 

の 

© 

REPEAT P.MOPE 

〇 〇 
CD CD 
CD CD 
のの 
CoJ ^ 

S3 

i 
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♦再生でをる才—デイオフアイルー p .12 


CD を聞< 


CD - TEXT 対応ディスクの表示を切り換える 


15151 

[DISPLAY] キーを巧すたびにディスプレイの表示が;欠のように切り 
換わりまず。 

I タイトル ]◄ - ►[ トラック番号 I 

♦ CD-TEXT に対応していないディスクはトラック番号のみ表示されま 
ず。 


TAG 情報の表示を切り換える 
r^P3/WMA/AA^^^^H 


オーディオフアイルには、曲のタイトル、アーティスト名、アルバム名 
などの TAG 情報が記録されていまず。 

[DISPLAY] キーを巧すたびにディスプレイの表示が巧のように切り 
換わりまず。 

C [ フ7イル名 ]►[ フオルダ名 ]►! TAG タイトル I つ 
[ ファイル番号 I ◄ [TAG アルバム名 I ◄ [jA 白アーテイスト名|卜1 


♦ TAG 情報がない場ちは「 . 」と表示されまず。 

♦エン コードしたソフトの仕様や設定によっては、 TAG 情報が正しく 
表示でさない場合があります。 


© 



Dimmer 

〇 

MP3WMWAAC 

口 旧 PLAV 

cp 

〇 

LAYBACK 



D© 0™ 


實 


|0 0 0 0 ® 
©IO 0 0 0 @ 
爲〇 0 0 0風 
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CD を聞 < 


■フオルダや巧ファイルの再生順について 


MP3/WMA/AAC 


才ーディオファイルが記録されたディスクを再生ずると、ディスク内の巧ファイルは図のように、 
ROOT フオルダのファイルか6順に再生しまず。 


フオルダ構成例 


ROOT F0_1 .mp3 
F0_2.mp3 
F0_3.mp3 



フォルダ 3 F21 


■ 



■ ffl ファイル再生)候 


P3 

F0_2.mp3 
F0_3.mp3 
P3 
_ P3 
.....F2_l.mp3 
.....F3_l .mp3 
.....F3_2.mp3 
..… F5_l .mp3 
.....F5_2.mp3 
.....F6_l .mp3 
.....F6_2.mp3 
F6_3.mp3 


ir フオルダをフアイルち 】 I 



Ir フオルダを jffi ファイルち i | 


フォルダ日 F5_l.m 日3 
F5_2.mp3 


Ir フオルダを1巧つアイルち" 


フオルタ—7 F6_l .mp3 
F6_2.mp3 
F6_3.rnp3 



□ 

♦ファイルのないフォルダが記録されている場合は、そのフォルダは選択で 
さません。 

♦ファイル名の頭に "or か5 "日日"などの番号を付けてからディスクに 
記録すると、再生する順番を設定ずることができます。 
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♦再生でさる才—デイオフアイルー p .12 
♦ランダム再生ずる一 P.2 日 
参リピート再生する一 P .30 


CD を聞< 


© 

@ 

DIMMER 

〇 

D6PLW TIME DISPLAY 

〇〇 

MP3WM か AA 

C PLAYBACK 


MP3/WMA/AAC 


選択したフオルダ巧のファイルだけを再生しまず。 

♦再生中の場合は、 [■] キーを巧して再生を停止しまず。 

y [P.MOD ロキーを巧してフォルダ再をモードを遇ぶ 

巧すたびに切り換わります。 



フォルダ プ□グラム プ□グラム 

再生モード 再生モード 再生モード解除 


~I 2^ [FOLDER A] または [FOLDER ▽] キーを巧して再をし 
たいフォルダを遇ぶ 


キーを 巧して再をする 


フオルダ再生モードにずる 


3 anD ® 矿 1 \ 

實 10000® |~一 

©io 0 0 0 0 囲 "I 

ご ©10000 風、 
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r-{FEa 


[ P . MODE ] キーを巧してプ□グラム再をモードを遇ぶ 

巧ずたびに;夕のよ 3 に切り換わりまず。 


PGM 点な □ PGM 消巧 


J 


プ□グラム 
再生モード 


MP 3/ WMA/AAC 


プ□グラム 
再生モード解除 


〇 [ P . MODE ] キーを巧してプ□グラム再をモードを®ぶ 

巧すたびに次のよラに切り換わります。 




点な □ PGM 点な D PGM 消な 


し 


フォルダ 
再生モード 


プ□グラム 
再生モード 


プ□グラム 
再生モード解除 


- 0プ□グラム再をしたいフオルダを還ぶ 

■数字キーで選ぶ場合 


フオルタ’番号 17 のときは [+10] キ ー 、 
[7] キーを押ず。 

30 のときは [+10] キーを 3 度巧して、 
[0] キーを巧ず。 

10 巳のときは[+100]キ ー 、[已]キー 
を押す。 


[ ENTER ] キーを巧ず 


または[►►リキーで選ぶ場合 


フォルダ番号1日8を還んだ場合 


[ ENTER ] キーを巧ず 


参入力を間違えた場合は、 [ ENTE 刊キーを巧す前にに LEAR ] キーを 
押して、もラー度入力してください。 

♦フオルダを選んでから 20 秒 L ソ内に [ ENTER ] キーを巧してくださし、。 


グラム再生する 


CD をお好きな順番で聞くことびできまず（最大32巧)。 

♦再生中の場合は、 [■] キーを巧して再生を停止しまず。 



「回 


CTZD© 目 一 


I 。 


な面0 0風 

© IO 面 @ 0 @ 

爲〇巧0 0風 
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ii 


♦ U ピート再生ずる一 P .30 


プ□グラム再をする 


~I Q 巧さキーまたは[ I ィィ]/ [► w ] キーを巧して聞をたい曲ま 
たはファイルを遇ぶ 



トラック番号1〇をプ□グラムの 
1曲目に選んだとき 


MP 3/ WMA/AAC 


ファイルま号5を選んだとさ 

♦入力を間違えた場合は、手順3へ進む前に忙 LEAR ] キーを巧して、もう 
一度入力してください。 

♦巧またはファイルを攫んでから20秒似内に手順3へ進んでください。 


[ ENTER ] キーを巧ず 


/4 2巧な上選ぶとまは手順2か53 (因のまたは 
手順1 — 0か63 ( Mlsfcyi , 昼化ん巧 )を繰り返ず 


♦ 32 曲まで遵ぶことがでをまず。さ5に選ぼうとすると 「PGM FULL 」 と 
表示されます。 


© 

@ 

DIMMER 

〇 

MP3/WMA/AAC PLAVl 

DlSPWr TIME BISPIAV 

〇〇 


評 ' 


Co}© 目 I 
5 厨 0110 8i 

自 © IO 面 0 0 01 

色©!〇面0 0風 一 


27 



























プ□グラム再をする 


© 

©' 

DIMMER 

0 

D 旧 PLAY TIME DISPLAY 

00 

MP3WMA/AAC PL 

WCK 


(3 G3 


© © 

o o o U 

任 ) CD 広 ) © 
CZ) CD CD 0 
CD CD CD I 3 J 

い 10) ( 0 ) (+100 ； 



{F [-/ ■■巧-を巧して再をする 


■プ□グラムモードを解除ずるには 

再生を停止し、 [ P . MODE ] キーを押して 「 PGM 」 表示を消灯させまず。 
設定したプ□グラムは消去されまず。 

■再生中のプ□グラム番号を確認ずるには 
再生中に [ CHECK ] キーを巧ず。 


■プ□グラムした ffi を確認ずるには 


再生を停止し、 [ CHECK ] キーを巧し、 [I イイ]または[►►リキーを 
巧しまず。 


プ□グラム番号順に、プ□グラム番号とトラック番号 （因 g ) または 


プ□グラム番号とファイル名 ( 


MP 3/ WMA/AAC 


) び表示されまず。 


■プ□グラムした m を変更ずる 

再生を停止し、 liCHECK ] キーを巧しまず。 [ h *^] または [►►1] キー 
を巧して変更したいプ□グラム番号を選び、 [ ENTER ] キーを巧しまず。 


「プ□グラム再生する」の手順2から3 (因 g ) または手順 1-0 から3 
( ■のが删。じ MaflM ) の操作をします。 

設定後、に HECK ] キーを巧すと通常表示に戻ります。 


■ ffl を後か5追加ずるには 

再生を停止し、利 i 2 か63 (03) または手順 1-0 か53 


i MP 3/ WMA/AAC 


I) の操作をしまず。 


■プ□グラムした巧を消去ずるには 


巧を還んで消まずる 

再生を停止し、 に HECK ] キーを押しまず。 [I イイ]または[►-户りキー 
を押して消去したいプ□グラム番号を攫び、 に LEAR ] キーを押しま 
す。 

還んだプ□グラム塞号が消去され、後ろのプ□グラム番号が前に繰り 
上がります。 

最をの曲か5消去ずる 

再生を停止し、 [ CLEAR ] キーを巧します。 

巧すたびに、プ□グラムした最後の曲か51曲ずつ消去されます。 


Q 参電源をオフにしたりプ□グラム再生を設定した CD を取り出ずと、設定し 
たプ□グラム内容は消去されます。 
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再生中の CD 巧、またはフオルダ巧の m を順不同で再生しまず。 

♦「 PGM 」 が点灯しているときは、停止中に [ P . MODE ] キーを巧して消灯させて 
<ださい。 


Y [RANDOM] キーを巧ず 

巧すたびに次のよラに切り換わりまず。 


( - 


) 

叫 

RANDOM 点口 

M 

RANDOM 消灯 

1」 


ランダム再生モード ランダム再生モード解除 


■ランダム再生モードを辭除ずるには 

[ RANDOM ] キーを巧し、 「 RANDOM 」 表示を消灯させまず。 

ランダム再生中に [■] キーを巧すと、ランダム再生モードを解除して 
停止します。 


mm ♦フォルダ再生モードのとをは、フォルダ内でランダム再生します。 
mm ♦ [ I ベべ]キーを巧ずと、再生している巧の初めに戻ります。 


I ランダム再をする 


卜 — 

© 


@ 

DIMMER 

〇 

MP3WMA/AAC 

〇 

LAYBACK 

〇 


D© _ 


實 


|0 0 0 0 ® 
©IO 0 0 0 @ 睡 W 
爲乃 000 風 
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u ピート再生する 


CD の巧を繰り返し再生しまず。 


—0/ キーを巧して繰日返したい巧を再をずる 


[REPEAT] キーを巧してリピート再をする 

巧すたびに次のよラに切り換わりまず。 


REPEAT 1点好！！ REPEAT 点な U REPEAT 消巧 


1巧リピート再生 を巧リピート再生 リピート再生を解除 

■リピート再生モードを解除ずるには 

[REPEAT] キーを巧し、 「 REPEAT 」 表示を消なさせまず。 


□ ♦フォルダ再生中に [REPEAT] キーを巧すと 「 REPEAT 」 と「〇」び点'灯 
し、フォルダ内の巧を全曲 U ピート再生しまず。 

♦プ□グラム再生中に [REPEAT] キーを巧すと 「 REPEAT 」 と 「 PGM 」 
が点灯し、選んだ曲を繰り返し再生しまず。 

♦ランダム再生中に [REPEAT] キーを巧ずと 「 REPEAT 」 と 「 RANDOM 」 
が点口し、ランダム再生がひと通り終わってか5、新たに違ラ順番でラン 
ダム再生が始まります。フォルダ再生しているとをは、フォルダ内の巧が 
違ラ順きでランダム再生されます。 


© 


@ 

DIMMER 

〇 

MP3WMA/AAC 

〇 

LAYBACK 

〇 



|0 0 0 0 ® 
© 幫 0 0 0 @ 
爲0000風 





























デイスプレイ設定 


ディスプレイの明るさを設定ずる （DIMMER) 


ディスプレイ（表示部）の明るさを調節したり、本体のイルミネーシヨ 
ンの点打のしかたを設定しまず。お好みやお部屋の状態によって調節し 
てぐださい。 


0/ [DIMMER ] キーを巧す 

巧すたびに次のよラに切り換わりまず。 


—► 

通常の明るさ 

► 

表示部の輝度を 
下げる 

つ 





— 

表示部の輝度を通常の明るさ 
にし、イルミネーション消な 

◄ 

表示部の輝度を下げ、 

イル S ネーシヨン消打 

4 -^ 


广 — 

© 


— S 

© 

が 

MPSWMWAAC PL 

〇 

〇 


D© _ 


置 


|0 0 0 0 ® 
©IO 0 0 0 @ 睡 W 
爲 0000 風 
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メッセージ表巧一覽 


ディスプレイ表示 

意味 

CANT PLAY 

本機で再生できないファイルを再生しよラとしている。 

一自動的に次の才ーディオファイルへスキップされる。 

CHECK DISC 

♦ TOC * i 情報を読むことびできない。 

ーディスクが巧れている。 「 CD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、 
ディスクの巧れをふさとる。 （ P .36 参照） 

♦ディスクが正しく挿入されていない。 

ーディスクを正しくトレイに置く。 （ P .20 参照） 

♦ 再生可能なオーディオファイルがない。 

NO DISC 

CD が入っていない。 

一 CD を入れる。 

NO PGM 

巧がプ□グラムされていない。 

一聞きたい曲をプ□グラムずる。 （ P . 吕6参照） 

ープ□グラムモードを解除して通常再生ずる。 （ P . 吕8参照） 

NO TEXT 

CD - TEXT ディスクのテキスト情報がない。 

PGM FULL 

CD のプ□グラムで33曲目を選択しよラとしている。 

ープ□グラムでさるのは3吕曲まで。 （ P . 吕7参照） 

PROTECTED 

著作権保護機能びオンになっている才ーディオファイルを再生しようと 
した。 

一自動的に次の才ーディオファイルへスキップされる。 

TRAY OPEN 

CD トレイび開いている。 

一 CD トレイを閉める。 


TAG 情報がない。 （ P .23 参照） 


*1 : CD には音声信号 iU 外に TOC (Table of Contents ) という情報が記録されていまず。 TOC とは本 
の目次に相当し、巧数や演奏時間、文字情報などのラち、書き直すことので走ないちのが入ってい 
ます。 


32 




















巧障かな？とおった s 


調子が悪いと故障と考えがちですが、ヴービスに依頼ずる前に、症にあわせて一度チェック 
してみて < ださい。 


本が部 


症状 

ちえ 6 れる原因 •処置 

参照ぺージ 

CD を入れても 

♦レーべ J レ西を上にして、正しく入れる。 

吕〇 

再生でさない。 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふさとる。 

36 


♦ r 結露にご注意」を参照し、露を嘉発させる。 

36 

音青が出ない。 

♦ リキーを巧す。 

吕〇 


♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふ走とる。 

36 

音とびがずる。 

♦ rcD ディスクの保管とお手入れ」を参照し、ディス 
クの巧れをふ走とる。 

36 

再をでさないオーディ 

♦オーディオファイルが壊れている場合は再生でさな 


オフアイルびある。 

い。 



♦本機で再生でをるオーディオファイルか確認する。 

12 

再生するまでに時間が 

♦フォルダの数が多いとさは再生するまでに時間がか 

24 

かかる。 

かる場合がある。 


TAG 情報が正しく表示 

♦ r 再生で走るオーディオファイル」を参照し本機で表 

12 

されない。 

示でをる TAG 情報を確認する。 




































故障かな？と思った s 


7イコンを IJ セツトするには 


マイコンが誤動作（操 
作でさない、表示部の 
誤表示など）する。 



考え5れる原因•処置 


参電源びオンのときの接続コードの巧を差しや、夕 •! •部からの要因により、 
誤動作することがありまず。 

次の手順に従し、、マイコンをリセットしてください。 


〇電源プラグをコンセントから 
巧きまず。 


0再度本体の電源[の]キーを巧し 
なげら 、電源プラグを差し込み 
直します。 


包マイコンをリセットするとち記の 
ディスプレイび表示されます。 
♦ディスクが入ったままリセット 
ずると自動的に排出されまず。 
ディスクを取り出してか 5 CD 卜 
レイを閉じて < ださい。 


EK9 

む 

◎ 
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用語 

意味 

ぺージ 

AAC 

正式名 「Advanced Audio Coding ] の略称です。デジタ 
ル放送などに使巧されている画像圧縮方法の才ーディオ卽 
分のみの圧縮規格です。 

12 

CD-DA 

音楽 CD のこと。一般的に rcD 」 といえば、ほとんどの場合、 
CD - DA を指します。 

11 

CD-TEXT 

ディスク名、アーティスト名、巧名等の巧字情報が記録さ 
れた音楽 CD の呼称です。 

吕3 

MP 3 

独 Fraunhofer MS が開おした音亩圧縮ち式のひとつで、人 
間の聞を取りにくい部分のデータを間引くことによって高 
い圧縮率を得ることがでさ、音楽 CD 並みの音質を保ったま 
ま約1/11 (128 kbps ) に圧縮することができまず。 

12 

WMA 

米国マイク□ソフト社が開発した音亩圧縮符号化ち式 
「Windows Media ™ AudioJ の略称でず。 

12 

ヴンプリンク’厨魅 ft 

アナ □ グ信号からデジタル信号への変換を1秒間に何回行 
ラかを示す数値。音楽 CD の場合は 44.1 kHz 。 一船的にサ 
ンプリング周液数が高いほど高音質となりまず。 

12 

ビットレート 

1巧間にどのくらいの情報量があるかを示す数値。ビット 
レートび高いほど高音質となります。 

12 




巧管とお手入れ 


本機の保管とお手入れ 


■なのよ5な場所に置かない 

♦直射曰光の当たる場所。 

♦湿気やほこりの多い場所。 

• 暖房器具の熱が直接当たる場所。 

■結露にごミ主意 

本機と外気の温度差が大さいと、本機に水滴 
(露）が付くことがあります。この現象がおき 
まずと、本機が正常に動作しないことがありま 
ず。このようなときには、数時間放置し、乾燥 
させてか5ご使用 < ださい。 

気ミ昂差の大さいところへ持ち込んだとをや、湿 
気の多い部屋などでは、特に結露にごミち意くだ 
さい。 

■巧れた6 

前面パネル、ケースなどが巧れたとをは、柔5 
かい巧でからぶきします。シンナー、ベンジン、 
アルコール、接点復活剤などは変色、変形の原 
因になることがありまずので、ご使用にならな 
いで < ださい。 


CD ディスクの保管とお手入れ 


■巧管ずるとをは 

長い間使用しないとをは、本機か5取り出し、 

ケースに入れて保管してください。 

■巧れた6 

♦ディスクに指紋やミちれがついたとをは、やわ 
5かい巧などで、放射状に軽くふさとって< 
ださい。 

♦レコードクリーナーやシンナー、ベンジン、 
アルコールでふかないで<ださい。 

♦ディスクアクセサリー（スタビライザー、 
保護シート、保護リングなど）およびレン 
ズクリーナーは使わないで<ださい。 

■その他お巧0いただをたいこと 

♦鉛筆やボールペンなどで字を書かないで<だ 
さい。 

♦シールやラベルがはがれたり、のりがはみ 
出している CD は使わないで < ださい。 

♦紙やシール、ラベルを貼らないでください。 




巧証と アフターサービス 


よ<お読み<ださい 


保話書 


製品には保話書び添付されております。保記書は、 
おず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確 
かめの上、販売店から受け取っていただを、内容 
をよくお読みの後、大切に保管してください。 


保証期間 


保証期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、な5びに落下、 
水没など、不適切なご使用による故障の場合は、 
保証期間内でち有料となりまず。詳しくは保記書 
をご覧ください。 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造 
打ち切り後8年保有しておりまず。 

補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 


修理に関ずるご相談-ご不明な点は 


修理に関ずるご相談な5びにご不明な点は、お買 
い上げの販売店または最寄りのケンウッドヴービ 
ス窓□にお問い合わせください。（お問い合わせ 
先は、「ケンウッド全国サービス網」 P.38 参照） 


修埋を依巧をれるとをは 


r 故障かな？と思った5」に従って調べていたださ、なお異常びある時は、製品の使用を中止し、必 
ず電源プラグを抜いてか5、お買い上げの販売店または最畜りのケンウッドサービス窓口にお問い合 
わせ <ださい。 

この製品の故障-誤動作*不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につ 
さましては、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

♦お客様または第王者がテープ-ディスクなどへ記録された内容の損害 
♦録音-再をなどお客様または第王者が製品利用の機会を逸したことによる損害 


■巧証期間中は 

保証期間中は保班書の規定に従って、お買い上 
ばの販売店またはケンウッドのサービス窓□が 
修理をさせていただをまず。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

■出張修埋/持込修埋 

「出張修理」、「持込修理」のどちらが適巧され 
るかは機種によって異なりまず。保詔書の記載 
をご確認ください。出張修理を依頼される時は、 
次のことをお知5せ < ださい。 

♦製品名 

♦製造番号 （Serial No.) 

♦お買い上げ年月曰 

♦故障の症状（できるだけ具体的に） 

• ご住所 

(ご近所の目印等ち併せてお知5せ < ださい。） 
♦お名前、電話番号、訪問ごを望曰 


■保証期間が過ぎているとをは 

保話期間が過ざている時は、修理ずれば使用で 

さる場合には、ご希望により有料で修理させて 

いただをます。 

■修理料金の化組み 

(ち料修埋の場合は、次の料ををいただ 

をまず） 

• 技術料：故障した製品を正甫に修復ずるた 
めの料金です。技術者の人件費、 
技術教育費、測定機器等の設備費 
や、一般管理養などび含まれてい 
ます。 

• 部品げ：修理に使用した部品の代金です。 

その他、修理に付帯する部材等を 
含む場合ちあります。 

• 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣す 
る場合の費用です。別途、駐車料 
金をいただ<場ちがあります。 

♦送料：郵便、宅配便などの料金でず。保 
班期間内に無償修理などを行ラに 
あたって、お客様に負担していた 
だく場合があります。 
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ケンウッドを国 サービス 細 


巧いかたや製品に对ずるお問をせは、カスタマーサポートセンターをご利用<ださい。 

修埋などアフターサービスについてのお申し这みは、お買い上げの販亮店または最寄〇のケンウッドサービス巧口 
にお申しごけ <だをい。 

(各サービス窓口の名称、所在地、電話番号は変更になることがありますのでご了承ください） 2007年08月現在 


化海道 


化幌サービスわンター 

艰 

007-0834 

札幌市東区化34条東1 4- 1 -23 

巧 

(011)743-7740 








仙台サービスセンター 

艰 

984-0042 

仙台市若林区大和町已 -32-1 2(サンライズ大巧1 F ) 

巧 

(022) 284-1171 








さいたまサービスセンター 

艰 

330-0801 

さいたま巿大宮区±手お 1-2 (JA 共済埼玉ビル1 F ) 

巧 

(048) 647-6818 

千葉サービスセンター 

艰 

277-0081 

柏市實里 1-2-1 

巧 

(04)7163-1441 

横浜サービスセンター 

艰 

226-8525 

横浜市緑区白山 1-16-2 

巧 

(04 日） 939-6242 

新谓サービスセンター 

艰 

950-0923 

新谓市姥ケ山 1- 日-37 

巧 

(025) 287-77% 

目黒サービスわンター※ 

艰 

153-0042 

目黒区青葉台 3- 17-日 

巧 

(03) 3477-5411 








名古屋サービスセンター 

艰 

462-0861 

名古屋市北区辻本通 1-1 1 

巧 

(052)917-2550 

静岡サービスわンター 

艰 

420-0816 

静岡市莫区蓄替日-日 1-1 

巧 

(054) 262-8700 

金ミ尺サービスセンター 

艰 

920-0036 

金お市元菊町2 1-87 

巧 

(076) 2日日-巳日4己 








大阪サービスセンター 

艰 

532-0034 

大阪市ミ逊 II 区野中化 2-1-22 

巧 

(06) 日 394-8 日7己 

高松サービスたンター 

艰 

760-0068 

高松市松島町 3-1 

巧 

(087) 835-2413 








広島サービスセンター 

艰 

731-0137 

広島市安佐南区山本 1-8-23 

巧 

の 82) 832-2210 








福岡サービスたンター 

艰 

815-0035 

福岡市南区向野 2-8-1 8 

巧 

(092) 551-9755 

鹿児島サービスセンター 

艰 

890-0063 

鹿児島巿鴨池 2-1 已 -1 0(パレス鴨池1 F ) 

巧 

(099) 251-6347 

沖縄サービスセンター 

艰 

901-2101 

浦添市西原 4-3 日-17(棟)物琉 2 F 

巧 

(098) 874-弧10 


参ケンウッドサービス窓 □ 営業時間のご案内： 《目黒ヴービスセンターは修理持込専用窓 

午前10時か5午後日時まで 口となっております。 

月曜日〜金曜日は曜、日曜、祝日及び当社休日を除く） 電話でのお問合せはカスタマーサポート 

センターへの転送にて承0ます。 

カスタ マー サ ポー トセンター 


カスタマーヴポートセンター 

♦ナビダイヤル a 0570 -010-1 14 (—般電話-公衆電話か5は、 

どこからでち市内通話料金でお問い合わせが可能です） 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からのご利巧は巧 （04 已 ）933 -已133 FAX (045)933-5553 

♦営業時間のご案内： 

月曜〜金曜午前9時30分か5午後6時 
±曜 午前9時30分か6午後12時、 

午後1時から午後已時30分 
(日曜、祝日及び当社休日を除く） 

♦住所志 226-8 己2已横お市緑区白山 1-1 目-2 





に D プ レーヤー 部] 

読み取り方式 . 非接触光学式読み取0 

(半導体レーザー） 

D / A コンパ‘一夕一 . 1ビット 

才ーバーサンプリング . 128 fs (5,644 kHz ) 

周波数特性 . S Hz 〜20 kHz ( J 曰 TA ) 

SN 比 . 10己服社 ( JEITA ) 

ダイナ S ックレンジ . 100 dB 掛上 （ J 曰 TA ) 

総合ひずみ率 . 0.日〇已％じ(下 （1 kHz ) ( J 曰 TA ) 

チヤンネルセパレーシヨン ..... 1日 OdB じ I 上 （1 kHz ) ( J 曰 TA ) 
出カレべ■/レ/インピーダンス 

固定出力 .2.0 V /100 n 

デジタル出力（レベル/波長/インピーダンス） 

光（オプチカル） 

.......-21 dBm 〜 -1 已 dBm (発光波長6目0 nm ) 

同軸（コアキシャル） . 0.己 Vp - p /7 巳 n 


[電源部-その化] 

電源電圧-電源周波数 . AC 100 V , 50 Hz /60 Hz 

定格消費電力（電気用品安を法に基づく表示） . 11 W 

待機時消費電力.….……… .0.2 W 政下 

最大がお寸法 

幅 . 270 mm 

巧さ . 。。 mm 

奥行 . 296 mm 

質量（重量） .....3.4 kg (正味） 


本製品は rJIS C 目1000 -3-2 適合品」です。 

• これ5の定格およびデザインは、技術開発に伴い予告な 
く変更することがあ0ます。 

参極端に寒い（水が凍るよラな）場所では十分な性能び発 
揮でさないことびあ0ます。 




















t お電話によるほいかた-商品に関するご相談 


受付時間 

カスタマーヴポートセンター 

月曜日〜金曜日 9:30〜18:00 
±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

※日曜、祝日及び当社休曰を除く 

团 

巧巧 9 田 H で 0 K 

ナビ 3 Y 材レ 

.0570-010-1 14 

吸 ※一般電話•公衆電話からは、巿内通話料金でご利用いただけます。 

•携帯電言舌、 PHS 、 IP 電言舌からは 045 -933-51 33 
• FAX 04 已 -933-55 已 3 


ホー A ぺージのヴポート情報について 

製品に関する一般的なご質問などをホームページにて、情報提供して 
います。ご活用ください。 

http://www.kenwood.co.jp/faq/ 


修理など アフターサービス について 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラ 
え、最寄りのサービス窓□にご相談ください。 


KENWOOD 

巧ぶ会なクンウ'ッド 

干 192- S 已2已東京都八王子市石川の 2967-3 












